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子ども遣の気になる性行動は低年齢化の一途で、人工妊娠中絶や性行為感染症犠患者の増

加など、学校教育における早期の効果的な性教育の必要性は益々高まっている。そとで本研

究は、九州地区の中盤規模総合大学1年生の男子58名‘女子55名の計113名を対象に、初等

中等教育でどのような性教育を受けてきたのかアンケート調査を行い、児童・生徒にとって

望ましい性教育の在り方について検討を行うことにした。

調査の結果、初等中等教育の性教育で学んだ項目は、男女ともに上位が生理的、性行為的

内容であり、下位にいくにつれて心理薗の内容が多くなっていたa 性教育を行ってほしい教

員は、男女共に、中学校時期から保健・体育科教師という回答が圧倒的に多くなっていた岳

また、養護教諭の関与の割合を見てみると、小学校時期 (40%)から中学校時期 (24%)と

低くなっているが、回答の絶対数はほぼ同じであり、適切な性教育担当者として養護教諭を

挙げているととから根強い一定の期待感があることが分かった。

以上のことから、性教脊は、教職員全体の共通理解の下、役割分担を明識にし、事替に連携

して生理学的な内容から心理学的内容まで幅広く行う必要があると考えられる。

I.縮貫

近年、子どもの気になる性行動は低年齢化の傾向を示し、 10代の人工妊娠中絶の増加や性

行為感染症の嘉延など、次世代を担う若者は早期から牲に関する問題に直面している υ。日

本性教育協会の青少年性行動全国調査によれば、性交経験があるものは、中学生男子では

3.7%、中学生女子では4.7%、高校生男子では14.6%及び高校生女子では22.5%と報告され

ている。また、 10-20代の性感染症の報告数は、平成14年度あたりから一貫して減少して

いるが、予定外の妊娠による10代の出産状況は、 1990年代後半から2000年の間に増加した

まま、現在まで変化がないとされている幻。さらに、近年、携帯電話やインターネット等の

普及により、子どもたちを取り巻く情報量が増え、それに伴い性情報の氾濫が見られる@つ

まり、子どもたちを取り巻く性に関する環境はめまぐるしく変化している乙とがいえる的。

このような現状から、学校教育における性教育の果たすべき役割の重要度は主主々増してい

る，しかしながら、 2002年以降、学校の性教育に対する保守派の「性教育パッシングj が起
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とり、性教育の内容に対する厳しい抑圧と規制が強まった。乙の結果、学校における性教育

実践は萎縮し、後退した4勺一方、内閣府の低年齢少年の生活と意識に関する調査によれ

ば、家庭でも、性教育を行っているのは、回答者全体の23%に過ぎないことが報告されてい

る9υ これらのことから、子どもへの十分な性教育が行われているとは言い難い。

さらに、日本性教育協会の青少年性行動全国調査で、大学生に今までに学校の性に関する

学習内容が自分にとって役に立ったと感じましたかという質問に対し、 「あまり役に立たな

いと感じた」、 「ぜんぜん役に立たないと感じた」を合わせた回答数が、 「非常に役に立っ

と感じた」、 「役に立っと感じたJを合わせた回答数を上回ったことが報告されている幻。

そこでこのような現況を踏まえ、時代に測した子どもへの性教育の在り方について検討す

るために九州地区の中堅規模総合大学の男女学生に対して、過去初等中等教育機関で受けて

きた性教育に関する学習効内容並ぴに効果等について調査を行った@

江調査方法

1.時期

平成26年5月25日に実施した。

2.調査対象

九州地区の中堅規模総合大学1年生の男子58名、女子55名の計113名を対象に調査した.

3.方法

調査は自記式質問用紙を使用し無記名で行った@調査用質問用紙は、日本性教育協会など

の質問内容2. 4)や性教育に関する研究 7.10. 11)を参考にした。

4園調査内容

調査の内容は、以下の事項目で構成している。

a性教育に含まれる内容だとj思うもの

②小学授の持、性教育を受けたか

③中学校の持、性教育を受けたか

④高等学校の時、性教育を受けたか

⑤学校教育の性教育で学んだ内容

⑥性教育を受けた際、不快な気持ちになったととはあるか

⑦今までの性教育を振り返り、受けてよかったと感じたことはあるか

⑧高等学校までに十分な科知識を得られたと恩うか

⑧性教育を行ってほしい教員

5.倫理的記蟻

質問紙調査の内容に関しては「本研究以外では使用しないJ 個人が特定されない本

人が答えたくない場合は答えなくてもよしりということを説明し、実施した。提出のあった
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ものを合意が得られたものとした。

ill.調査結果

調査の有効回答率は、男子58名、女子55名の全113名得られたため100%であった。な

お、回答の割合併}については~小数第1伎を凶捨五入し整数値で表示した。凶捨五入の関

係で、総計が100%になちない箇所がある。

1.性教育に含まれる内容だと恩うものについて

性教育に含まれる内容だと思うものについて、男子で最も多かったものは「避妊方法J

事5%、次いで「性交J93%、 「エイズJ91%、 「人工妊娠中絶J、 「性感染症(エイズを

除く)J 、 「精通ー射精J88%、 「初経晒月経J86%、 「妊娠・出産J84%、 「性的な欲

求とその調節J、 「牲の不安や悩みについての格談窓口J、 「生命誕生のしくみJ79%、

「性行動と自己決定権J78%、 「性情報への対処J、 「自慰J76%、 「性的マイノリティ

(同性愛、性向一性障害など)J 74%、 「セクハラ・性暴力の問題J、 「男女の平等と性役

割観J72%、 「男女聞の友情と恋愛J、 「一次性微J67%、 「いのちの尊さJ57%であっ

た(図1-1) 0 女子で最も多かったものは「妊娠・出産j 宮3%、次いで「人工妊娠中絶J

宮19臣、 「性感染症(ヱイズを除く)J、 「避妊方法」、 「性交J89%、 「エイズJ87%、

「精通・射精J84%、 「初経・月経J82%、 「性的な欲求とその調節J78%、 「性符動と

自己決定権J75%、 「性の不安や悩みについての相談窓口」、 「生命誕生のしくみJ71%、

「セクハラー性暴力の問題J69%、 「性的マイノリティ(同性愛、性向一性障害など)J 

67%、 「性情報への対処j 、 「男女間の友情と恋愛J65%、 「男女の平等と性役割観J

62%、 「いのちの尊さJ60%、 「自慰J45%、 「二次性微J42%であった(図1-2)。

2.初等中等教育で受けた性教育について

小学校で性教育を受けたと回答した男子は84%、女子は67%であった。また、受けてない

と回答した男子は14%、女子は33%であった{闘2) 0 

中学校で性教育を受けたと回答した男子は100%、女子は98%であった。また、受けてな

いと回答した男子は0%、女子は2%であった(図3)。

高校で性教育を受けたと回答した男子は100%、女子は告6%であった。また、受けてないと

回答した男子はり%、女子は4%であった〔図4)。

初等中等教育の性教育で学んだ内容について、男子で最も多かったものは「妊娠・出産J

宮5%、次いで「エイズJ、 「初経・月経J93%、 「性感染症{エイズを除く)J、 「性交j

91%、 「精通・射精J鈎%、 「遊妊方ぬ S腕、 「人工妊娠中動 83%、 「性行動と自己決定

機J、 「生命誕生のしくみJ76%、 「セクハラ・性暴力の問題J、 「性的な欲求とその調節J

74%、 「性情報への対処」、 「男女聞の友情と恋愛J72%、 「性の不安や悩みについての相

談窓口J71%、 「いのちの尊さJ6骨%、 「自慰J67%、 「男女の平等と性役割観J66%、
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「一次性徴J60%、 「性的マイノリティ{同性愛、性同一性障害など)J 59%であった(図

5-1)。女子で最も多かったものは「エイズJ、 「妊娠・出産J母5%、次いで「避妊方法J、

「初経・月経J91%、 「人工妊娠中総 87%、 「性感染症{エイズを除く)J、 「精通・射

精J85%、 「性交J80%、 「セクハラ・+生暴力の問題J73%、 「生命誕生のしくみJ69%、

「いのちの尊さ」、 「性行動と自己決定権J65%、 「性的な欲求とその調節J60%、 「男女

聞の友情と恋愛J53%、 「性情報への対処J51%、 「男女の平等と性役割J49%、 「性的マ

イノリティ(同性愛、性同 性障害など)J、 「性の不安や悩みについての相談窓口J45%、

「自動お%、 「二次位動 36%であった(図5-2)。

性教育を受けた際、不快な気持ちになったことがあるかという質問に対して「はいJと回答

した男子は10%、女子は11%であった。また、 「いいえ」と回答した男子は90%、女子は

呂9%であった(図的。 rはいJと答えた者のうち、理由として「異性と[01じ教室だったJと

回答した男子は57%、女子は33%0 r性教育を行った教師が異性だったJと回答した男子は

14%、女子は0%0 r真面目に授業費受けていない人が多かったJと回答した男子は14%、女

子は50%， rその鑑むと回答した男子は14%、女子は17%であった{図7)0 

今までの性教育を振り返り、受けてよかったと感じたととがあるかという質問に対して「は

いJと問答した男子は83%、女子は昌宮%であった。また、 「いいえJ と回答した男子は

14%、女子は号%であった{図的。 rはしりと答えた者のうち、理由として「自分の身体を

大切にするきっかけになった」と回答した男子は25%、女子は31%， rいのちの尊さ丑考え

るきっかけになったJ と回答した男子は21%、女7-は25%， r自分の身体の仕組み、相手の

身体の仕組みを知ることが出来たJと回答した男子は24%、女子は14%， r性感染症につい

て詳しく知ることが出来たj と回答した男子は30%、女子も30%であった(図的，

高校卒業までに十分な性知識を符られたかという質問に対して「はしりと回答した男子は

76%、女子は75%であった。また、 「いいえJと回答した男子は17%、女子は24%であった

(関10)。

小学校で性教育を行ってほしいとおもう教員について、男子で最も多かったものは「養護

教諭J36%、次いで「学級担任J35%、 「学校医等の外部講師J29%であった。女子で最

も多かったものは「養護教諭J26%、次いで「学校医等の外部講師J10%、 「学級担任J

7%であった。中学校で性教育を行ってほしいとおもう教員について、男子で最も多かった

ものは「保健圃体育科教師J33%、次いで「養護教諭J23%、 「学校隠等の外部講師J

1宮%、 「学級担任J17%、 「家庭科教師J4%、 「理科教師J3%、 「社会科教師J2%で

あった。女子で最も多かったものは「保健・体育科教師J43%、次いで「養護教諭J25%、

「学校医等の外部講師J19%、 「学級担任J11%、 「家庭科教師J2%であった。高等学校

で性教育を行ってほしいとおもう教員について、男子で最も多かったものは「保健・体育科

教師J32%、次いで「養護教諭J22%、 「学校医等の外部講師J20%、 「学級担任J
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16%、 「家庭科教師J4%、 「理科教師J3%、 「社会科教師J2%であった。女子で最も多

かったものは「保健・体育科教師J43%、次いで「養護教諭J26%、 「学校医等の外部講師」

23%、 「学級担任J7%、 「家庭科教師J1%であった(図11)。
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図1-1.性教育に含まれている内容だと思うもの(※複数回答)男子回答数 (n=58)
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図5-1.初等中等教育の性教育で学んだもの(※複数回答) 男子回答数 (n=58)

エイス

妊娠・出産

避妊万法

初 経 月 経

人工妊娠中絶

性感染症(エイズは除く)

精通・射精

性交

セクハラ・性暴力の問題

生命誕生の仕組み

いのちの尊さ

性行動と自己決定権

性的な欲求とその調節

男女聞の友情と恋愛

性情報への対処

男女の平等と性役割観

性的マイノリティ(同性愛、性同一性障害など)

性の不安や悩みについての相談窓口

自慰
二次性微

0% 2ω4 

38% 

36% 

40"10 

73% 

69% 

65% 

65% 

60% 

53% 

51% 

49% 

45% 

45% 

95 

95 

91% 

91% 

87% 

85% 

85% 

80% 

% 

% 

60"10 80"10 1∞%  
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図6.性教育を受けた際、不快な気持ちになったことはあるか 男 (n=58)、女 (n=55)
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図7.どのようなことに不快な気持ちになったのか(※複数回答) 男 (n=7)、女 (n=8)
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lV.考察

1.性教育に対する意識について

学生に性教育に含まれている内容だと思うものについて聞いたところ、男女共通して言え

ることは、上位に性行為関係の内容が多く占めており、下位にいくにつれて心理的内容のも

のが多かった。特に男子学生はその傾向が強〈、上位5つ全てが性行為関係の内容であっ

た@また、男女ともに生理的な内容の「二次性徴j項目が圧倒的に少ないことも分かった。

これは、二次性徴には個人援があり、腐心のある人と関心のない人の繋があるので、このよ

うな結果になったと考えられる。

女子学生は、 上記にも書いているように、 上位に性行為関係の内容が多<15めているが、

最も多い項目が生理的な内容の「妊娠・出産Jであった。これは、 「妊娠・出産Jや「人工

妊娠中絶Jという、特に女性1::大きく関わってくる内容として、女子学生の意識が男子学生

に比べ、高いといえる。また、女子学生の「自慰j の項目が男子学生にJ;tべ圧倒的に少ない

ととも特徴的である。とれは、日本性教育協会の「自慰についての考え」の調査で、女子は

男子と比べて、自慰を肯定する人の割合が圧倒的に少ないということ、また、 「自慰の経験

率Jの調査で、男子学生の自慰の経験率はほぼ100%であるのに対して、女子学生の経験率

は50%を越えていないことに関係していると考えられる幻@

2.初等中等教育での性教育

小学校で性教育を受けたことがあると回答した学生は77% (男子84%、女子67%)だっ

たが、中学校では男子99% (100%、女子98%)、高等学校では宮昌% (男子100%%、女子

宮6%) と、ほぽ全員が性教育を受けていることがわかった。

初等中等教育の性教育で学んだものについては、男女ともに上位が生理的な内容ー性行為

的な内容であり、 ド位にいくにつれて心理面の内容が多くなっていくととがわかったe 日本

性教育協会の調査でも同様の結果であるが、 「セクハラ・性暴力の問題」や「男女の平等と

性役割観Jの項目は、今回の調査の方がやや低いことがわかった。また、男女ともに下位に

いくにつれて心理爾の内容が多くなっていく中で、生理的な内容の「自慰J、 「二次性徴J

の項目が下位にあるととがわかった。しかし「三次性徴Jに関しては、教えずに進めていく

ことは考えにくく、 「二次性徴Jという言葉が、学生にとってなじみのある言葉ではなかっ

たため、受けたことがあると回答した学生の割合が低かったと考えられる。また、図1-1.

図1-2の性教育に含まれている内容と比較をすると、ほぽ同じような結果になることがわ

かった。とのととから、学校での性教育で学んだ内容を性教育に含まれている内容だと捉え

る学生が多いととが分かった.との結果から、初等中等教育の性教育は生理的な内容と性行

為関係の内容にやや偏りがちだが、性役割観などの心理面の内容を含めた幅広い内容を、子

どもたちの発達段階に応じて教えていく必要があるのではないかと考えられる。

性教育で不快な気持ちになったととがあると回答した学生は、 11%(男子10%、女子
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11%)であり、殆どの学生は性教育で不快な気持ちになったととはないが、中には不快な気

持ちになった事がある学生もいるととが分かった。不快な気持ちになったととの理由とし

て、最も多いものが「異性と10Jじ教室だったJ、次いで「真面白に受けていない人が多かっ

たJであった。特に男子は「異性と同じ教室だったJが最も多く、女子は「真面白に受けて

いない人が多かった」が最も多かった。とのことから、学校での性教育は男女同じ場所で行

うととが多いが、そのような児童生徒がいる乙とも留意して行う必要があるe また、そのよ

うな児童生徒のために、個別指導もZ重要になってくるだろう.さらに、性教育を行う際の教

室の雰囲気づくりを工夫して、児童生徒にとって興味本位の内容にならないように進めてい

く必要がある。

今までの性教育を振り返り、受けてよかったと感じたととがあると回答した学生は88%

(男子83%、女子昌9%)であり、殆どの学生が性教育を受けてよかったと感じているととが

分かった。受けてよかったと感じた理由として、最も多いものが「性感染疲について詳しく

知ることが出来たJ30%、次いで「自分の身体在大切にするきっかけになったJ28%、 「い

のちの尊さを考えるきっかけになったJ23%、 「自分の身体の仕組み、相手の身体の仕組み

を知るととが出来たJ19%であった。とのととから宅学生が、いかに性感染症に関心が高い

かが分かるe これは、大学生は性交経験率が高くなるので、性感染症についての関心も高く

なると考えられる.また、 23%の学生が性教育を受けて「いのちの尊さを考えるきっかけに

なったJと回答しているが、図1-1、図1-2と図5-1、図5-2を見て分かるように、学生は「い

のちの尊さj が性教育には含まれていると回答した割合は低く、また、初等中等教育の性教

育で学んでいると回答した割合も低い。このことから「いのちの尊さ」は学校での性教育で

学んでいるのではなく、学校での性教育から得た知識から、 「いのちの尊さj を考えてお

り、このような結果になったのではないかと推測した。

高校卒業までに十分な性知識を待られたとj思う学生は7曾% (男子76%、女子75%)であ

り、十分な性知識を得られていないと思う学生は21%(男子17%、女子24%)であった。

このことから、殆どの学生は高校卒業までにト分な性知識を得られたと思っていることが分

かったが、約2'Jの学生が高校卒業までに十分な性知識を得られていないと思っていること

が分かった。とのEとから、初等中等教育の性教育の充実をはかる必要があると考えた。

3.性教育を行う教員

性教育を行ってほしい教員について聞いたところ、小学校で最も多いものは「養護教諭J

40% (59人)、次いで「学級担仔J31%、 「学校医等の外部講師J29%であった。中学校で

最も多いものは、 「保健・体育科教師J38%、次いで「養護教諭J24%、 「学校医等の外部

講師J19%、 「学級担任J14%、 「家庭科教師J3%、 「理科教師J1%、 「社会科教師J

1%であった.高等学校で最も多いものは、 「保健闘体育科教師J37%、次いで「養護教諭J

24%、 「学校医等の外部講師J22%、 「学級担任J12%、 「家庭科教師J2%、 「理科教師J
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2%、 「社会科教師J1%であったe 乙の結果から、男女共に、中学校から保健・体育科教師

に行ってほしいという回答が圧倒的に多くなるととが分かる。とれは、性教育を実際に行っ

ている教員が保健晶体育科教師であることが多いからだろう.橋本らの調査でも、性教育を

実際に教えている教員の81.2%が保健・体育科教師であった"養護教諭の割合を見てみる

と、小学校から中学校で割合は大幅に下がっているが、回答した学生の人数はあまり変わっ

ていないととが分かった@とれは、小学校圏中学校・高等学校で一定の人数かち、性教育を

期待されているということになる。岡音告らの調査でも、適切な性教育授業担当者として1伎

が養護教諭、別立が性教育の専門家であった団。さらに、橋本らの調査の、性教育に関わる

年間計画の作成経過の調査によると、養護教諭が中心になって作成が43.1%、学校保健部会

で作成が21.9%、保健体育の教員が中心になって作成が1弘7%で、養護教諭が占める割合が

大きいととが報告された。また、性教育の研修に参加者を送った472校のうち、 84.3%が参

加者の A 人として、養護教諭をあげており、ついで、保健体育科教師が43.6%、担任が乱3%

ということも判明したω。養護教諭は、保健教育の専門家である。また、子どもの生活に寄

り告書い、深くかかわりあいながち、子どもの心身の成長を支援する立場でもある。そのよう

な立場の養護教諭が、個別の指導だけでなく、保健教脊にもはいるととによって、全体に専

門性を活かした質の高い性教育を行うことができるのではないかと推測したe しかし、養護

教諭は多様な職務に一人で対応しており、保縫教育に参加したくてもで宮ないでいる人も少

なくない。また、保健教育を行うための準備や教材研究等の時間の確保も難しいと推測され

る。岡部らの調査では、養護教諭の性教育担当者の割合は13.7%であった閣が、徳田らの調

査では、 80%の養護教諭が「兼職の発令があれば積極的に参加したい」、 「条件が整えlま

やっても良いJを合わせて「授業に参加しても良しりと考えていると報告している"，この

ことから、養護教識が保健教育を行うためには、保健教育を行える体制作りが必要であると

考えられ、他の教員の協力が必要不可欠であるといえる。そのために、養護教諭と他教員は

日ごろからコミュニケーションを図るようにし、必要時にスムーズに協力を得られるような

関係性作りが重要である居また、養護教諭も他教員に専門的な情報告提供し学校全体で貿の

高い性教育を行うことが望ましいと考えられる。社会科教師・理科教師・家庭科教師の割合

を見でみると、学級担任、養護教諭、保健・体育教師、外部講師と比べ、圧倒的に少ない乙

とが分かつた。とれは、社会科、理科、家庭科で学ぶ内容は性教育ではないと認識している

学生が多いということは考えられる。性教育の目標は、 l男性又は女性としての自己の認識

を確かにする。 2.r人間尊重男女平等Jの精神に基づく豊かな男女の人間関係を築くこ

とができるようにする。 3.家庭や様々な社会集団の一員として直面する性の時課題を適切に

判断し、対処する能力や資質を身に付けるとされている的。したがって、保健固体育で学ぶ

内容のみが性教育ではなく、社会科、理科、家騒科で行う内容も性教育に含まれている事が

分かる。このことから、社会科、理科、家庭科、またそれ以外の科目でも性教育に関係する
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内容であった場合、性教育に関連付けさせて授業を行う必要がある。性教育は、教職員全体

の共通理解のもと、役割分担を明確にし、務に連携して行う必要がある.また、教員は、地

域の教員1.. 1士のネットワークの活用や大学などの研究者との交流研修等に積極的に参加し、

変化の厳しい世の中で生きている子どもたちをサポートするために、常t;:自身のスキルアッ

プを行う必要がある.

V.総括並びに結論

今回の研究では、学生が小学校、中学校、高等学校でどのような性教育を受けてきたの

か、さらに、児童生徒にとって望ましい性教育の在り方を明らかにするために調査を行っ

たa 調査の結果、以下のととが分かった。

(1)小学校、中学校、高等学校でどのような性教育を受けてきたのかについては‘小学校

で性教育を受けたことがあると回答した学生は77%と少々少な目だったが、中学校、高等学

校では、 lまぽ全員が性教育を受けていることが分かった。

初等中等教育の性教育で学んだ内容は、男女ともに上位が生理的な内容・性行為的な内容

であり、下位にいくにつれて心理面の内容が多くなっていくととが分かった。とのととか

ら、初等中等教育の性教育は生理的な内容と性行為関係の内容にやや偏りがちだが、性役割

観などの心理面の内容を含めた幅広い内容を、子どもたちの発達段階に応じて教えていく必

要があると考えた。

(2)児童生徒にとって望ましい性教育については、性教育で不快な気持ちになったととが

あると回答した学生は、 11%であり‘殆どの学生は性教育で不快な気持ちになったことはな

いが、中には不快な気持ちになった事がある学生もいることが分かった。不快な気持ちになっ

たことの理由として「異性と同じ教室だったJ、 「真面目，;:受けていない人が多かったJが多

く挙げられた。とのととから、学校での性教育は男女同じ場所で行うととが多いが、そのよ

うな児童生徒がいるととも留意して行う必要があり、そのような生徒のために、個別指導が

重要となってくる島さらに、性教育を行う際に不快な気持ちにならないような教室の雰関気

づくりを工夫して、児童量生徒にとって興味本位の内容にならないように進めていく必要があ

ると考えた。

今までの性教育を振り返り、殆どの学生が性教育を受けてよかったと感じているととが分

かった。受けてよかった理由として、 23%の学生が「いのちの尊さを考えるきっかけになっ

たJと回答しているが、 「いのちの尊吉j が性教育には含まれていると回答した学生の割合

は低く、また、初等中等教育の性教育で学んでいると回答した割合も低い。乙のととから

「いのちの尊さJは学校での性教育で学んでいるのではなく、学校での性教育から得た知識

から、 「いのちの尊さJを考えており、このような結果になったのではないかと推測した.

また、約2寄jの学生が高校本業までに十分な性知識を得られていないと回答し、性教育の充
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実をはかる必要があると考えた。性教育を行ってほしい教員は、男女共に、中学校から保

健・体育科教師という回答が圧倒的に多くなっているが、とれは性教育を実際に行っている

教員が保健・体育科教師であることが多いからだと考えられる。養護教諭と回答した学生の

人数は、小学校から高校までほぼ変わっておらず一定であり、また、適切な性教育授業担当

者として養護教諭が1位に挙げられていることから、養護教諭に性教育を行ってほしいと期

侍されているzとが分かった。しかし、養護教諭は多様な職務に一人で対応しており、保健

教育に参加したくてもできないでいる人も少なくなく、養護教諭が保健教曹を行うために

は、保健教育を行える体制作りが必要であると考えられ、総の教員の協力が必要不可欠であ

ると考えられるe そのために、養護教諭と他教員は日ごろからコミュニケーションを図るよ

うにし、必要時にスムーズに協力を得るととができるような関係性作りが重要であるa ま

た、養護教諭も他教員に専門的な情報を提供し学校全体で質の高い性教育を行うととが望ま

しいと考えられる臨さらに、性教育は、保健・体育で学ぶ内容のみだけではなく、他教科で

行う内容も性教育1::含まれている。このことから、社会科、理科、家庭科、またそれ以外の

科目でも性教育に関係する内容であった場合、性教育に関連付けさせて授業を行う必要があ

る。性教育は、教職員全体の共通理解のもと、役割分担豊明確にし、務に連携して行う必要

がある。また、教員は、地域の教員IjJJ+のネットワークの活用や大学などの研究者との交流

研修等に積極的に参加し、変化の厳しい世の中で生宮ている子どもたちをサポートするため

に、常に自身のスキルアップを行う必要がある。
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Theopinio股 pollabout偽暗器時母d股cationin th酷d母mentary

andth牢畠器開ndary牢ducation

Ch訟aeMOURl， Mizuki ANAI， Yc油 iakiMA TSUMOTO 

Advancedca世田 afchlldh旺泊 careand educatian at Kyushu Wamen' s JuniDr College 

1-1， Jiyugaaka， y，説明田nishi-ku.Ki臨kyushu-shi807-8586，Jap組

Abstract 

Aa far the 配 xualbehaviar ta be interested in ch坦dren，出eneed of early effective sex 

educatian in the schaal education including the increase of the person of町 tificial

abor世on叩 dSTD affection rises in a ∞urse of田nongthe lower aged p田，plemore and 

rnore. 

Thercforc wc investigatcd it for 113 man and woman studcnts ofせlCfirst grader of 

one inter官官diateuniversity in Kyushu what kind of sex education they receiv日ibyan 

elementary and secondary education and thought about the way of appropriate sex 

educa臼un.

As for the content that出eyleamed by the sex education of the elementary and 

sccondary education regardless of boys and girls student as a result of invcstigation， 

physiology and the thing aboutせlesexua1 inter∞urse were凶gher，and conten脂 about

廿le!c総ychologywere lower 

The teacher who wanted sex education to reach sent big expectation to health， a 

health軒 ldphysical educatlon teacher regardl開 sof boys and glrls student from a 

junior bigh sch∞，1 stage. 

In additiol1，世田 answerabout the sch∞，1-nurse became junior bigh sch∞，1 stage (24%) 

for elem朗 tarysch∞1 stage (40紛， but expected the unifo口nity1時国.usethere was not 

世lcch組 gc血 世lCnumber of people ta expect 

A health and physical education teacher叩 dasch∞Il-nurseshow世le1田 de陪 hi!l.剖抵

抗 isimportant as things mentioned above to carry out with the cooperation of all 

担achersfrom an田 rlys包ge.

Keyworc缶 配h∞L田 xeduca百on




